
【 組成・性 状】 
  (1）本剤は１日量4.5ｇ中、下記生薬より抽出した水製乾燥エ 
       キス(苓桂朮甘湯エキス) 1.6ｇを含有する。 
 

 

 

 

 

 

  添加物として乳糖水和物、トウモロコシデンプン、ステア 
  リン酸マグネシウムを含有する。 

  (2）本剤は灰褐色の顆粒で、特異なにおいがあり、味はやや 
        甘く、苦い。 

     識別コード : ＳＧ－３９ 

【効能又は効果】 
     めまい、ふらつきがあり、又は動悸があり尿量が減少するもの 
   の次の諸症 : 神経質、ノイローゼ、めまい、動悸、息切れ、頭痛 
 

【用法及び用量】 
     通常、成人１日4.5ｇを２～３回に分割し、食前又は食間に 
   経口投与する。なお、年齢、体重、症状により適宜増減する。 
 

【使用上の注意】 
  (1) 重要な基本的注意 
     1) 本剤の使用にあたっては、患者の証（体質・症状）を考慮 
        して投与すること。なお、経過を十分に観察し、症状･所見 
        の改善が認められない場合には、継続投与を避けること。 
     2) 本剤にはカンゾウが含まれているので、血清カリウム値や 
        血圧値等に十分留意し、異常が認められた場合には投与を 
        中止すること。 
     3) 他の漢方製剤等を併用する場合は、含有生薬の重複に注意 
        すること。 
  (2) 相互作用 
      併用注意（併用に注意すること） 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 副作用 

      本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査 

      を実施していないため、発現頻度は不明である。 

  1) 重大な副作用 

      ①偽アルドステロン症 : 低カリウム血症、血圧上昇、ナトリ 

        ウム・体液の貯留、浮腫、体重増加等の偽アルドステロン 

        症があらわれることがあるので、観察（血清カリウム値 

        の測定等）を十分に行い、異常が認められた場合には投 

        与を中止し、カリウム剤の投与等の適切な処置を行うこ 

        と。 

      ②ミオパチー : 低カリウム血症の結果としてミオパチー 

        があらわれることがあるので、観察を十分に行い、脱力感、 

        四肢痙攣・麻痺等の異常が認められた場合には投与を 

        中止し、カリウム剤の投与等の適切な処置を行うこと。 
 

    2) その他の副作用 
 
 
  
         

    注１) このような症状があらわれた場合には投与を中止すること。 

 (4) 高齢者への投与 

      一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量するな 

      ど注意すること。 

  (5) 妊婦、産婦、授乳婦等への投与 

      妊娠中の投与に関する安全性は確立していないので、妊婦又 

      は妊娠している可能性のある婦人には、治療上の有益性が危 

      険性を上回ると判断される場合にのみ投与すること。 

 (6) 小児等への投与 

      小児等に対する安全性は確立していない。［使用経験が少 

      ない］ 

 

【取扱い上の注意】 
 ・直射日光を避け、湿気の少ない涼しい所に保管すること。 

 ・本剤は天然の生薬を原料としていますので、色や味等に多 

  少の差異を生じることがありますが、効果に変わりありま 

  せん。 
 

【包    装】 
     500g 

   441g （1.5g×294包） 

   126g （1.5g×84包） 
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            頻度不明 

過敏症 注1） 発疹、発赤、瘙痒等 
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